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記念誌発刊のことば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船舶・鉄構海洋構造物部会部会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺正紀

　本年をもって当部会が設立されてより満35周年になります。懐えば戦後壊滅的打撃をうけ乍ら

不死鳥の如く立ち直り，建造量においても技術面においても世界一の地歩を築き得たのは関連業界

の御支援もさること乍ら，造船関係の諸先輩の並々ならぬお努力のなせる業と多大の敬意を表す次

第であります。

　昭和22年来日した米国のMr．R．S．Campbellを団長とする日本造船工業調査団が離日に際し残

した“日本の溶接技術は米国に較べ約30年遅れている”との名言（or迷言）は古い方は勿論，若い

方々も耳にせられた事があると思います。

　又，同調査団の一員にアメリカ溶接協会（A．W，S）の副会長H．W．Pierceの日本の学会に対す

る勧告があり，日本の純学術的研究は認めるが，より現場的動きが敗戦後の日本の溶接界にとって

最も必要なことを論ぜられました。これが溶接協会，そく当部会の動機であった事は否めない事実で

した。昭和23年当部会の初代井口常雄先生をようして木原先生と筆者が混乱の極にあった汽車に

乗り各造船所を歴訪し部会設立に協力かたお願いして廻ったことを昨日の如く懐い出します。

　当部会設立後早くも満35年という，何年頃30年の遅れをとり戻し得たか，さだかではないが，

当時としては造船界のみならず各産業界で“溶接技術”は今でいう“ハイテク”の部類に属してい

たのかも知れません。

　時代環境からのinpactがその促進に大きい影響を与えます。特に昭和30年代に入り，エネルギ

ー源は石炭から石油に変わり，石油化学工業の勃興期に入り，あらゆる産業が平和指向の巨大産業

への転換をして来ました。

　造船所の設備も巨大タンカーブーム時代を迎え，造船所内の船台主義をとり止め，全工場が溶接

工場化し，ブ・ック建造の為のクレーソの巨大化，Building　Dockの建造，溶接の自動化とくに

OneSide　Welding方式の確立により，反転不要の技術の確立など，その生産性の向上，工場内の

流れ作業を重視した工場へのレィアウトの転換など旧工場の面目を一新すると共に，それぞれの時

代の最先端技術を駆使した新工場が各所に展開せられました。

　当部会は当時の時代，時代の流れをある場合には先どりし，又各造船溶接技術者の相互情報交

換の場を与えると共に，技術者の共通の問題点解決の為の一段の努力をして来たことは何人も認め

る所であり，又場合によっては鋼材メーカー，棒メーカーはたまたま溶接機メーカーの協力をお願

いし乍ら溶接技術自体の発展に寄与して来ました。

　今回r部会35周年記念の集い」のご案内中にrお高承のとおり，溶接施工委員会は現場造船，

溶接技術者のメッカとして親まれ，また企業の壁を超越した委員相互の切磋琢磨の場となり，ここ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1一



で築かれた技術は，単に溶接施工法に止まらず広く鋼材，溶接材料，溶接機器，検査さらには塗料

の開発などに及び，造船業界はもとより他の業界にも生かされ，文字通り溶接のリーダ的役割りを

努めて参りました」という言葉を入れさせて頂いたのは我々部会のたんなる自負にあらず衆目のみ

る所であります。

　然し現在，産業界では軽薄短小がもてはやされ，我々の造船を始めとした重厚長大産業は流行ら

ないものとしてなおざりにされている感があります。又現在日本の造船工業をとりまく国際環境は

まことに酷しく，各メンバー会社ともその対策に懸命の努力を払っておられます。人類の夢は尽き

る所を知らず，今こそ我々の部会もこの難関の切りひらきに，その行動範囲はますます拡大してゆ

くでしょう。資源なくして生産はあり得ず，地球における資源の未開発部は海洋が残されているだ

けであり，海洋開発政策の基本路線も形づくられようとしており，又一方では重力の影響のない新

素材開発などを目した米国のスペースシャトルを利用し日米欧の宇宙実験の為のモヂュールをつな

いだ有人宇宙基地計画も始動しかけております。

　これらの点を考えると重厚長大という言葉は必ずしも適当でないとしても，かXる巨大プ・ジェ

クトに対して，総合技術資本の豊富な蓄積をもった重厚長大産業がリーダーシップをとってゆかな

くては成り立ってゆかないと私は確信してやみません。

　今回r造船の溶接一35年の歩み」と題する記念誌を発刊するに当っての編集方針は古くさい言葉

かも知れませんが，“温故知新”，戦後諸先輩が問題解決の為いかに努力してこられたか当部会の

活動報告を通し出来るだけ紹介する事により，若き技術者の再認識の資料として頂くことにしまし

た。又長年造船界におられ，現在業界トップの座におられる日本造船工業会会長金森政雄氏と同

会技術委員長前田和雄氏に，昭和59年11月25日開催しました部会35周年記念の集いに特別講

演をお願いし，その内容を記念誌に掲載させて頂くことにより現場技術者の，ひいては当部会の方

向づけとさせて頂くことにしました。

　尚当部会設立前から，又設立後においても，われわれの部会と併行して行われて来た造船協会の

溶接技術研究活動（電気溶接研究会，造船工作法研究会）と運輸省船舶局主催によるr造船用鋼材

研究会」について，現在殆んど忘れ去られようとしている事に鑑み，その概要を掲載することにし

ましたが，当部会自体のことでないので1章の部会活動の次に［附記］の形で収録させて頂きました。

なお，そのあとに戦艦大和及び武蔵の巨大寸法の鋏鋲に関する貴重な資料も記載させて頂きました，

　終りにお多用中，特別講演を頂き，かつ原稿の掲載を心よく許可された金森政雄，前田和雄両氏

に深甚な謝意を表したいと思います。

　また今日まで当部会に協力して頂いた関係会社及び委員各位，編集者，執筆者諸氏に厚くお礼申

し上げるとともに，今後共ご協力お願いし，現在曲り角にあり幾多の難関に直面している諸問題の

解決に幾分たりとも寄与したいと念願する次第です。

　なお次に編集委員及び執筆者一覧を示します。
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